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子会社の仲裁手続に関するお知らせ 

 

  当社子会社である沖電気金融設備（深圳）有限公司は中国のＡＴＭ販売パートナーであ

る深圳市怡化電脳実業有限公司に対する売掛債権に関し、同社を被申立人として仲裁手続

きの申し立てを行っていましたが、今般仲裁のための手続き完了が確認されましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 

記   

 

1. 仲裁機関 

華南国際経済貿易仲裁委員会  

 

2．手続き完了の確認日 

2015 年 11 月２日 

 

3．仲裁手続の申し立てに至った経緯 

沖電気金融設備（深圳）有限公司（以下、「ＯＢＳＺ社」という。）は、2012 年 12 月より

深圳市怡化電脳実業有限公司（以下、「怡化実業社」という。）とＡＴＭ売買契約を締結し、

怡化実業社を通じて中国国内でＡＴＭの販売を行ってまいりました。 しかし、怡化実業社

は、ＯＢＳＺ社の商品販売代金について正当な理由なくその支払を滞留させました。この

ためＯＢＳＺ社は怡化実業社への製品販売を停止し、速やかな契約の履行を求めて継続的

に協議し和解に向けた努力を重ねてまいりました。しかしながら今日まで合意に至らず、

ＯＢＳＺ社は怡化実業社に対して未回収となっている商品販売代金の支払を求め、華南国

際経済貿易仲裁委員会へ仲裁手続きの申し立てを行いましたが、本日、手続きの完了が確

認されたものです。 

 

4. 当該仲裁手続きの内容および請求金額 

（1） 内 容    ＡＴＭ売買契約に基づく商品販売代金および損害賠償金 

（2） 請求金額  1,134,232 千人民元 （約 215 億円） 

 

5. 今後の見通し  

 当社およびＯＢＳＺ社は契約に基づく正当な権利を主張してまいります。同時に引き続き

和解の可能性も追求してまいります。 なお、当該仲裁手続きが当社の業績に与える影響等

については現在精査中です。今後開示すべき事項が生じた場合は、速やかにお知らせいた

します。  
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